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セクションは後述の通り複雑な熱ガス通路を持ち、これによって小型高出力高効率を発揮しているわけ

ですが、それだけに燃焼の調整不良があれば「すす」による通路閉塞が発生します。この場合、水洗によ

って「すす」を除去することが出来ますがこれを頻繁に行うことにならない様、正確な燃焼調整が不可欠

です。燃焼調節が正しければ、年１回の定期清掃で十分使用出来ます。



もし燃焼状態が悪くてすすが発生している場合
には、このスタッドにすすが付着しそれが成長
して通路を塞ぐ恐れがあります。このことは取扱
上注意すべき事項として書いた通りです。



ジャケットはボイラーの外装パネルであると同

時にセクション外面からの熱放散（熱ロス）を

防止する保温版でもあります。したがって、内

側にはグラスウールを貼りつけ、表面はメラミ

ン焼付け塗装で化粧されています。湿気の多

い地下のボイラー室では、ときどき表面を油で

ふき上げるなどの手入れが必要です。（特にシ

ーズンオフの前に）
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　一般にボイラー内の清掃は困難ですが、缶水が汚れてくると清掃を行う必要があります。沈殿物が多量にで
きたと思われる場合は、煙道上部のセクション盲プラグを開放しホースを入れてブローしながら内部を洗いま
す。洗い終ったら新鮮な水に入れておきます。ボイラー前面の排水コックより適時に排水することを怠らぬよう
にすれば沈殿物が大量にたまることを防げますので実行してください。又、特に水質が悪い場合、又は長年月
の使用によりスケールが付着したら鋳鉄製ボイラーである旨、指定して専門業者へ相談してください。この時注
意しなければならないことは、缶内を化学洗缶した場合、後処理を充分にしておかないと却って害を残す事が
多いので少量のスケールならば伝熱には大して影響がないので使用したほうが良い場合が多いのです。
　これは、一般に鋳鉄ボイラーを暖房用として使用する場合、循環水を全部回収して給水する密閉サイクルが
普通で、このように運転させていれば、ボイラー水の全固形物の量はほとんど一定で、スケールの堆積も心配す
る必要がないからです。
　温水ボイラーで直接給湯を行うことは、使用原則（ボイラー水は循環使用を建前としている）から逸脱した使
用方法です。もし缶水を直接給湯に使用する場合は、ボイラー水の水質について充分調査検討し水処理ある
いは添加剤の使用などを考慮しなければなりません。最近の水道水の水質は、ボイラー水としてはますますの
悪化の傾向にあり、又地下水や河川、湖沼の水も水質によっては「サビ、泥」の堆積あるいは硬質スケール付着
などによるボイラーの過熱割れの原因になったり、「赤い水」発生あるいは配管の腐食損傷の原因となってい
ます。
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4　客先設備のインターロックが作動した場合の表示です。故障ではありません。

部品発注される場合は必ず下記をご指示ください。





接続しているか。
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　ノズル先端より油が漏れた場合、その油はディフュー
ザーを伝わり、フロート室にたまり、一定量に達すると
フロートスイッチが作動し、バーナー起動しませんので、
その場合は、取付ボルトをはずし油ぬきをしてください。
油電磁弁の動作が正常であるか確認してください。
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